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序章 はじめに 

0-1 研究背景

かつて東京都内には、複数の水上交通が巡っていた

が長期に渡り継続運航された事例は極めて少なく、

その背景には水上ターミナルが単な通過点にとどま

っていることが一因であると考える。現在、都内 128

箇所の船着場の内、一般開放されているものは3割程

度である。船着場において水辺環境を活かした魅力

的な整備を行うことは、日常的な利用、認知度の向

上による災害時のスムーズな活用を促す。また、需

要を引き出すことによって舟運の活性化にも寄与で

きる可能性を秘めている。

0-2 研究目的

舟が発着する船着場は、従来の単一機能から脱し、

より人々が利用しやすい空間・機能を持たせること

によってその場自体の利便性・認知度を向上させる

ことが現在の課題と言え、課題解決によって舟運の

活性化にも繋がる。本研究では低未利用である船着

場に対して、日常的に人々に親しまれるような場と

なり、都市と水辺、そして人々を繋ぐ存在となるよ

うなモデルの設計・提案を行うことが目的である。

0-3 研究方法

第１章では舟運の歴史や現在の主な種類、事業者、

航路、また、防災船着場の設置経緯や状況をまと

め、舟運や船着場の役割を明確化する。第２章で

は、船着場に関して、形態や管理主体一般開放状況

や後背地について詳しくまとめ、その現状や課題、

今後のあり方や可能性について言及する。第３章で

は、船着場の空間分析から、魅力形成に関わる要素

を明らかにし、第４章においてそれを元に、船着場

自体が賑わい創出の場となるような設計提案を行

う。最後に、設計提案したものが都市と水辺、また

舟運の活性化にどのような影響を与えるかを考察し

まとめとする。

第１章 江戸東京における舟運

1-1 舟運の歴史

江戸期には舟運は、物流・交易だけでなく水辺を娯

楽や遊興の空間として楽しむためにも活用されてき

た。明治・大正・昭和期においても、蒸気船の導入

や、物流の足としての荷足船の運行など、高度経済

成長期以降のモーダルシフトまで舟運の活躍は続い

た。戦後は、河川の埋め立てによる航路の減少や、

水質悪化などで、日常の足としての利用から遠ざか

った。

1-2 現在の舟運

現在の舟運は観光機能に留まらず、東京の魅力をさ

らに引き立たせる新たな移動手段として期待が高ま

っている。主な舟運の種類として、観光に軸足を置

くもの、市民自らが楽しむもの、また長い距離の川

を移動する舟運や、川と海を繋ぐ舟運などが挙げら

れる。現在東京都では、隅田川を軸にお台場エリア

や、日本橋エリア、羽田エリアまで航路が伸びてい

るものが多く、定期航路の種類は主に、水上バス・

タクシー、屋形船、観光クルーズに大別され、公益

財団東京都公園協会や東京都観光汽船株式会社、屋

形船東京都協同組合などが定期船を出している。 

1-3 防災船着場設置経緯

阪神淡路大震災での経験や、東日本大震災時に輸送

手段の確保が重要課題となったことから東京都では

「首都直下地震等対処要領」において、船舶による

輸送を含めたあらゆる手段を用いて緊急輸送を実施

することが示され、「東京港第８次改訂港湾計画」

では、災害時における緊急物資や被災者の円滑な輸

送を確保するための対策が進められている。河川舟

運においても、陸上交通網の補完や物資輸送等つい

て大きな期待が寄せられ、都によって「防災船着場

整備計画」が策定されている。防災船着場は、管理

者がその責務の下に管理する港湾、河川の中に計画

的に配置するもので、災害時において河川舟運が有

効に機能を果たすための拠点となるものである。

1-4まとめ

阪神淡路大震災後、輸送手段の一つとして水上輸

送が期待されるようになり、河川・港湾エリア双方

において整備された防災船着場だが、観光目的での

定期船で利用される船着場は人が集まる観光地付近

などに限られている。都内の河川・港湾広域に整備

され、有事に備え日常的な利用が推奨されているこ

とを考慮し、観光のみならず通勤やレジャーなど

様々な用途、航路、使用方法を河川エリアや港湾エ

リアの枠を越えて様々な団体が協働して検討してい

くことが重要であると考える。

第２章 船着場の現状と課題

2-1 船着場の形態

a） 水位変動に追随できる形の船着場 （浮桟橋型）

自然の河川や潮位変動の影響を受ける河川区域では、

船着場は水位の変動に追随する形態となる。例とし

て、荒川や隅田川等の下流部河川の船着場が挙げら

れる。

写真 1:浮桟橋型の例 

b） 河川内に水閘門を設けて水位をほぼ一定に制御

している河川等での船着場 （岸壁型）

水閘門を設置し水位をほぼ一定に制御している河川

や、運河などでの船着場は、岸壁に階段やボラード

などが整備され、位置や高さが固定された形態をと

る。例として江東区の小名木川などの船着場が挙げ

られる。 

写真 2:岸壁型の例 



2-2 船着場の管理主体

都内全128の船着場はそれぞれ、設置・管理主体が異

なる。その内訳として、民間が管理する河川エリア

の船着場が 10 ヶ所、港湾エリア５ヶ所。区が管理す

る河川エリアの船着場が 47 ヶ所、港湾エリア 11 ヶ

所。都建設局が管理する船着場が 17 ヶ所。都港湾局

が管理する船着場が 25 ヶ所。国が管理する河川エリ

アでの船着場が 12 ヶ所。国と区が共に管理する船着

場が 1カ所である。

2-3 船着場の一般開放状況

東京都内全128の船着場の内、一般に解放されている

ものが３８ヶ所で、全体の約 30%しか一般解放されて

いない。

2-4現在使用されている船着場と後背地について

各船着場を背後の土地利用状況によって、観光スポ

ット型、住宅地型、商業施設型、公園緑地型、オフ

ィス・工場型に分類した。公園緑地型が 40％と最も

多く、次いでオフィス工場型、観光スポット型、住

宅地型、商業施設型という結果になった。定期船で

使用されている船着場の後背地を見ると、観光クル

ーズ船、水上バス・タクシー、屋形船の３種類全て

で、観光スポット型と商業施設型が全体の半数を占

める結果になった。

2-5まとめ

観光クルーズ船、水上バス・タクシー、屋形船共通

して、隅田川沿いや江東区臨海部などの船着場が多

く使用されている。この背景には、船着場単体では

なく、後背地や周辺に観光地や商業施設、イベント

会場など集客力の強いスポットがあることが多く、

船着場の使用に後背地の土地利用が大きく関わって

いることが分かった。一方で、公園緑地型や住宅地

型など、日常的な生活の一部となるような場所に立

地する船着場の使用は少ない。定期船のみならず、

船着場を日常的に使用できるような整備が必要であ

るといえる。

第３章 船着場の調査

3-1 分析対象

防潮対策方法や、桟橋形状などに違いが見られる各

エリアから、訪問時に滞在している人が確認できた

ものや船の乗降以外のアクティビティが行われてい

た船着場を選定し分析する。

エリア：①江戸川河川敷エリア②隅田川エリア③旧

中川エリア④芝浦内港エリア⑤日本橋川・神田川エ

リア

船着場：①ポニーランド②浅草二天門③多目的スロ

ープ④芝浦アイランド⑤和泉橋船着場

3-2 船着場の分析

まずエリアごとに、一般開放状況や、鉄道との接続

状況などをまとめる。船着場の分析では、周辺環境

や各図面、河川・港湾の潮位と船着場との距離の関

係などから空間分析を行い、船着場の使われ方を分

析する。

3-3 考察

潮位の影響を受ける桟橋は、堤防で防潮対策してい

るエリアでは浮桟橋型が多く、水門で防潮対策を行

っているエリアでは岸壁型が多い。流動人口が多い

エリアなどでは、定期船での船着場の利用が多く一

般開放率が高いのに対し、居住地域などでは、定期

船の需要が少なく、防災船着場の指定率が高いのに

も関わらず、一般開放率は低い傾向がある。船着場

が釣りスポットやカヌー乗り場、休憩スポットとし

ての使用など、単調な河川沿いにおいて船着場は、

水際線に凹凸や段差を生み出し、岸と比較して河川

とより近くなることで優位性を生み出している。	
第４章 設計概要 

後背地が住居地域であり、災害時の負傷者輸送や災

害物資輸送などの円滑な利用のため、日頃からの船

着場使用が推奨されているが一般開放率が低いエリ

アで、また、鉄道空白地を補うように日常的な舟運

コースの可能性があるエリアにおいて船着場と後背

地を提案する。対象敷地は旧江戸川沿いの、江戸川

区東篠崎１丁目にあるスポーツランド船着場とする。

この船着場は江戸川区の南部に位置し、江戸川沿い

の船着場をつなぐ舟運コースの始点となることがで

きる。また、緊急輸送道路が1km圏内にあり、避難場

所が 100m 以内にある。後背地にも十分なスペースが

取れる。桟橋形状は潮位差に対応し人の乗降がしや

すい浮桟橋型とし桟橋上に机や椅子を設け水上で滞

在できるようにする。後背地の施設は水辺のアクテ

ィビティの拠点、地域の交流拠点となるよう、カヌ

ーやヨガ、サイクリングなど多様なアクティビティ

が行える設備を設ける。またカフェやワークスペー

スなど住民が気軽に立ち寄れる機能も設ける。

図 1:設計提案の対象敷地 

第 5章 おわりに 

船着場をより多くの人が日常的に利用できるような

環境が整えば、水辺と人々の距離はさらに縮まり、

希薄化してしまった関係を再び密接にすることがで

きるのではないか。そして、船着場の認知度向上、

災害時の円滑な仕様にも繋がるはずである。今後、

本研究が船着場の一般開放の促進、使用方法の多様

化の一助になることを期待する。 
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